
















下の公立中学校 3 年生とした．分析対象者は，391 名(男子 208 名，女子 183 名)であった．顎関節の
自覚症状の有無でグループ分けし，う蝕・咬合異常，生活習慣，ストレスの各要因，および要因数，
体と心の状態を VAS として検討を行った．その結果，顎関節の自覚症状を有する生徒は生活習慣の
要因が有意に多かった(p<0.05)，また自覚症状の有無を要因数が 1 以下と 2 以上で比較したところ自
覚症状を有する生徒は 2 以上で有意 (p<0.05)に多かった．体と心の状態の VAS ポイントは，相関検
定で有意性を認めた．自覚症状の有無で VAS ポイントの平均を比較すると，自覚症状を有する生徒













2016年1月20日，主査 安井 利一教授，副査 藤澤 政紀教授，副査 渡部 茂教授，副査 長谷川 彰
彦教授の4名により実施した．論文審査は口頭試問により実施し，その結果，合格と判定した． 
よって，申請者：仲筋 宣子は，博士〈歯学）の学位を授与されるに値するものと判断した． 
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学位論文題目  思春期の顎関節症状の自覚と「あごの健康診断チャート」を使用した要因推定 
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